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３ 施設の規模・機能 
国⺠体育⼤会・全国障害者スポーツ⼤会の開催はもちろんのこと、プロスポーツ

（Ｊリーグ、V リーグ、Ｂリーグなど）の試合開催に必要となる施設規模や機能を
満たすような施設を想定し、検討していくこととする。 

また、施設の整備にあたっては、⼤会開催に必要な基準など『する』側の視点だ
けではなく、快適な観戦環境など『観る』側の視点や多⽬的利⽤の視点を持って施
設の規模・機能を検討するものとする。 

 
【活⽤⽅法】 

  ・地元プロスポーツチームのホーム会場 
  ・⼤規模スポーツイベント、⼤会の会場 
  ・⼤規模⽂化催事の会場、コンサート会場 
  ・県⺠の利⽤や県⼤会や九州⼤会、全国⼤会等（従来の「する」スポーツでの利⽤） 


